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原
稿
冒
頭
に
は
「
大
正
八
年
団
子
坂
」

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
乱
歩
が
弟
た
ち
と
古

本
屋
「
三
人
書
房
」
を
営
ん
で
い
た
時
期

の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
団
子
坂
三
人
書
房
時
代
」
は
、「
貼
雑

年
譜
」
に
よ
る
と
、
大
正
八
年
二
月
か
ら

大
正
九
年
十
月
で
、
数
え
年
で
二
十
六
、

七
歳
で
あ
っ
た
。
大
学
を
卒
業
し
た
乱
歩

は
、
加
藤
洋
行
と
い
う
商
社
や
、
鳥
羽
造

船
所
に
勤
め
た
が
、
い
ず
れ
も
長
く
続
か

ず
、東
京
で
古
本
屋
を
開
く
こ
と
に
す
る
。

そ
の
か
た
わ
ら
、「
浅
草
オ
ペ
ラ
後
援
会
」

「
東
京
パ
ッ
ク
編
輯
」「
支
那
蕎
麦
屋
」
な

ど
、
様
々
な
職
を
試
み
た
時
期
で
も
あ
っ

た
。
大
正
八
年
十
一
月
に
は
、
鳥
羽
時
代

に
知
り
合
っ
た
村
山
隆
と
結
婚
も
し
て
い

る
。こ

の
時
期
に
、
乱
歩
は
い
く
つ
か
の
映

画
論
を
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
十
二

年
に
発
表
さ
れ
る
「
二
銭
銅
貨
」
の
、
筋

書
や
草
稿
が
作
ら
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で

あ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
も
の
は「M

O
V

IE

」 

「EX
T

RA
O

RD
IN

A
RY

」
と
い
う
封
筒

に
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
以
外
の
文
章
は
、「LO

V
E&

 
LIFE 

団
子
坂
時
代
」
と
書
か
れ
た
封
筒

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。「
恋
愛
疾
病
論
」

「
感
想
文
」「
自
己
弁
護
」「
演
説
」「
夢
」「
恋

愛
医
学
」
と
い
っ
た
も
の
で
、
十
数
枚
の

原
稿
も
あ
れ
ば
数
枚
の
メ
モ
か
ら
な
る
も

の
も
あ
る
。

今
回
紹
介
す
る
こ
の
「
演
説
」
は
、
七

枚
の
原
稿
か
ら
な
る
。
他
の
い
く
つ
か
の

草
稿
と
同
じ
く
、
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は

「
電
報
頼
信
紙
」
の
裏
面
で
あ
る
。
封
筒

の
リ
ス
ト
で
は
「
小
品
」
と
書
か
れ
て
い

て
、
現
実
の
出
来
事
の
回
想
と
い
う
よ
り

も
、
虚
構
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
。
小
説
の
一
部
と
し
て
書
か
れ
た

も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
文
章
が
書
か
れ
た
団
子
坂
時
代
よ

り
数
年
前
、
早
稲
田
大
学
時
代
の
江
戸
川

乱
歩
は
、
経
済
学
を
専
攻
し
て
い
た
が
、

政
治
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
乱
歩
が

手
元
に
残
し
て
い
た
当
時
の
草
稿
に
は
、

た
と
え
ば
「
二
個
師
団
増
設
反
対
論
演
説

草
稿
」
な
ど
と
い
っ
た
も
の
も
あ
る
。

ま
た
、「
貼
雑
年
譜
」
の
、
大
学
時
代

を
扱
っ
た
部
分
に
は
「
二
個
師
団
増
設
反

対
演
説
」
と
い
う
頁
が
あ
る
。

「
大
正
二
年
十
二
月
六
日
（
大
学
部
一
年

第
一
学
期
）
当
時
世
間
ヲ
騒
ガ
セ
テ
ヰ
タ

コ
ノ
問
題
ヲ
捉
ヘ
テ
、
早
大
雄
弁
会
ガ
懸

賞
演
説
会
ヲ
催
シ
タ
。
私
ハ
反
対
説
ノ
弁

士
ト
シ
テ
登
壇
シ
タ
。
経
済
学
カ
ラ
見
タ

非
戦
論
ヲ
根
本
ニ
シ
テ
説
イ
タ
ノ
デ
ア

ル
、
ソ
ノ
演
説
草
稿
ガ
今
デ
モ
残
ッ
テ
ヰ

ル
。」

「
其
後
ハ
学
究
的
ナ
コ
ト
ガ
面
白
ク
ナ
ッ

テ
演
説
ナ
ド
軽
蔑
シ
ダ
シ
タ
ノ
デ
研
究
報

告
ヲ
喋
ル
コ
ト
ハ
シ
タ
ガ
、
演
説
ハ
一
度

モ
シ
ナ
カ
ッ
タ
。」

こ
う
い
っ
た
記
述
が
あ
り
、
乱
歩
が
学

生
時
代
に
演
説
を
し
た
経
験
を
持
つ
こ

と
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
距
離
を
取
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
学
生
時
代
の
経
験
が
元
に

な
っ
て
、
こ
の
小
品
は
描
か
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。

乱
歩
に
は
演
説
を
し
た
経
験
も
あ
っ
た

こ
と
が
「
貼
雑
年
譜
」
か
ら
は
わ
か
る
の

だ
が
、
こ
の
「
演
説
」
は
、
聴
衆
の
側
か

ら
描
か
れ
て
い
る
。
演
説
会
の
中
で
、
そ

の
喧
騒
に
呑
ま
れ
つ
つ
も
、
そ
こ
か
ら
心

理
的
に
距
離
を
と
っ
て
、
眺
め
る
よ
う
な

視
点
で
記
述
さ
れ
て
い
る
の
が
特
色
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
冒
頭
の
朦
朧
と
し
た

感
覚
を
描
く
手
つ
き
は
、
の
ち
の
乱
歩
に

も
通
じ
る
よ
う
な
も
の
を
見
出
す
こ
と
も

で
き
る
だ
ろ
う
。

後
年
、
随
筆
「
群
集
の
な
か
の
ロ
ビ
ン

ソ
ン
」
な
ど
で
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
乱

歩
は
人
混
み
の
中
で
の
孤
独
感
と
い
う
も

の
を
意
識
し
て
い
た
。「
彼
に
と
っ
て
は
、

肩
を
す
れ
す
れ
の
前
後
左
右
の
人
間
共

が
、
彼
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
世
界
の
生

き
も
の
で
あ
り
、
彼
自
身
は
人
群
れ
の
あ

い
だ
を
一
匹
の
狼
が
歩
い
て
い
る
気
持
ち

で
あ
ろ
う
。そ
れ
は
恐
ろ
し
い
け
れ
ど
も
、

又
異
様
に
潜
在
願
望
を
そ
そ
る
と
こ
ろ
の

気
持
ち
で
あ
る
」。

こ
の
よ
う
な
感
覚
の
萌
芽
が
、こ
の「
演

説
」
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
の
で
あ
る
。　

落
合
教
幸　

（
立
教
大
学
大
学
院 

博
士
後
期
課
程
）

解 
題「

演
説
」
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演 

説

昨
日
花
見
に
狂
っ
た
血
潮
が
、
ま
だ

［
納
］
し
づ
ま
ら
ぬ
胸
に
鳴
っ
て
ゐ
る
様

で
あ
っ
た
。
無
數
の
蜂
の
巣
が
集
っ
て
、

フ
ワ

く
と
枯
枝
に
懸
っ
た
様
に
も
、
妙

に
蠱
惑
的
な
桜
の
下
で
、
酒
に
酔
っ
た
の

か
、そ
の
蜂
の
巣
の
魔
法
に
酔
っ
た
の
か
、

男
や
女
が
、
チ
ラ

く
赤
と
黄
と
■
■

｛
青
｝
と
原
色
の
交
響
楽
で
踊
っ
て
ゐ
た
。

世
間
一
帯
に
春
の
モ
ヤ
が
ボ
ン
ヤ
リ
と
漂

っ
て
ゐ
た
。
突
然
、［
譯
の
］
エ
タ
イ
の

知
れ
ぬ
た
は
ご
と
を
口
走
り
相
に
し
て

は
、
ハ
ツ
と
し
て
我
に
返
る
様
な
気
候
で

あ
っ
た
。

彼
の
学
校
で
は
、
例
に
よ
っ
て
学
生
の

演
説
会
が
開
か
れ
た
。
五
百
人
位
で
恰
度

の
講
堂
に
は
、
そ
れ
以
上
の
学
生
達
が
入

っ
て
、
三
分
一
位
は
後
の
方
で
立
っ
て
、

押
し
合
っ
て
居
た
。
ダ
ラ
シ
な
く
胸
を
開

け
て
、
汗
と
油
で
光
っ
た
黄
色
い
皮
膚
を

見
せ
て
ゐ
る
様
な
男
が
多
か
っ
た
。
バ
ッ

ト
や
朝
日
や
、
中
に
は
金
口
の
エ
ヂ
プ
ト

巻
な
ど
の
煙
で
、
講
堂
の
天
井
は
薄
ボ
ン

ヤ
リ
見
え
て
居
た
。
後
方
の
ガ
ラ
ス
窓
か

ら
は
、
■
■
そ
の
日
の
感
情
に
そ
ぐ
わ
ぬ

様
な
、
ウ
ラ
ラ
カ
な
陽
光
が
白
く
流
れ
込

ん
で
ゐ
た
。
掛
け
る
余
地
が
な
く
て
、
立

ち
重
な
っ
て
ゐ
る
連
中
の
背
中
が
、
耻
し

い
様
に
マ
ザ

く
と
そ
の
光
に
照
ら
し
出

さ
れ
て
、
■
■
そ
れ
ら
の
連
中
の
首
筋
か

ら
｛
は
｝
幽
か
な
陽
炎
が
メ
ラ

く
と
立

昇
っ
て
ゐ
た
。

彼
は
講
堂
の
中
程
に
ギ
ッ
シ
リ
押
し
つ

け
ら
れ
て
腰
掛
け
て
ゐ
た
。｛
彼
は
｝
今

と
い
ふ
時
が
自
分
の
全
経
験
か
ら
切
り
離

さ
れ
た
様
に
、
こ
の
場
の
有
様
が
突
拍
子

に
感
じ
ら
れ
た
。
多
人
数
の
、
大
小
高
低

様
｛
々
｝
な
聲
か
ら
生
じ
る
、
一
種
呑
気

な
雑
音
■
の
中
に
坐
っ
て
ゐ
る
と
、
彼
は

そ
の
呑
気
さ
か
ら
、
い
つ
も
気
抜
け
の
様

に
な
■
■
■
■
｛
る
の
で
あ
｝
っ
た
。
じ

い
っ
と
空
虚
の
中
へ
落
ち
て
行
く
様
に
も

感
じ
た
。

『
君
、
マ
ッ
チ
を
お
持
ち
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
』

■
■
｛
彼
は
｝
ギ
ク
リ
と
し
た
。
何
人
だ

っ
た
か
知
ら
と
暫
く
考
へ
た
。
そ
し
て

『
イ
ヤ
、
持
っ
て
ま
せ
ん
』

と
云
っ
た
。
そ
し
て
、
ア
ハ
ン
と
喉
の
タ0

ン0

を
切
る
為
め
の
咳
を
し
た
。
心
臓
が
ド

キ
ン
く
と
鳴
っ
て
ゐ
た
。
脇
の
下
か
ら
冷

た
い
重
い
水
滴
が
ツ
ル

く
と
肘
の
辺
ま

で
す
べ
り
落
ち
る
の
を
感
じ
た
。

サ
ー
ツ
と
湖
水
の
面
を
突
風
が
落
ち
る

様
な
感
じ
で
耳
を
聾
す
る
様
な
拍
手
が
起

っ
た
。
演
檀
の
上
に
当
日
の
司
会
者
が
現

れ
た
。
少
し
は
に
か
ん
だ
様
に
、
目
を
光

ら
せ
、
唇
の
尻
を
曲
げ
た
［
四
］｛
三
｝

十
位
の
、
低
能
ら
し
く
口
髭
を
か
っ
た
男

が
、
態
と
落
ち
つ
い
た
様
な
不
自
然
な
口

調
で
、｛
簡
単
に
｝
開
会
の
辞
を
述
べ
て

第
一
の
登
檀
者
を
紹
介
し
た
。

多
少
ヤ
ケ
な
拍
手
の
鳴
り
止
む
の
を
悠

然
と
待
っ
て
居
た
演
説
者
が

『
諸
君
ン
』

と
怒
鳴
っ
た
。
講
堂
の
中
が
シ
ン
と
静
っ

た
。絣

の
着
物
を
着
た
、お
人
よ
し
ら
し
い
、

顔
の
平
た
い
男
が
、
出
来
る
丈
け
の
聲
を

振
り
絞
っ
て
、
無
骨
な
百
姓
手
を
イ
ヤ
ミ

に
波
打
た
せ
て
ジ
ェ
ス
チ
ュ
ア
を
し
な
が

ら
、
演
説
を
始
め
た
。

何
を
云
は
う
と
し
て
ゐ
る
の
か
、
何
を

云
ひ
つ
ヽ
あ
る
の
か
、
少
し
も
分
ら
な
か

っ
た
。
時
々
胸
の
悪
く
な
る
様
な
身
振
り

を
し
て
見
エ
を
切
っ
た
り
し
た
。
そ
の
度

に
拍
手
と
罵
聲
と
が
湧
く
様
に
起
っ
た
。

彼
は
聞
い
て
ゐ
る
中
に
不
安
な
気
持
ち

に
な
り
始
め
た
。
彼
■
■
｛
一
人
｝
は
演

説
者
の
不
様
さ
を
笑
ふ
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。
罵
詈
を
平
気
で
喋
っ
た
と
い
ふ
傳

記
中
の
雄
弁
者
に
な
り
す
ま
し
た
様
に
、

あ
つ
か
ま
し
さ
を
美
徳
と
心
得
た
演
説
者

は
、
弥
次
ら
れ
る
程
得
意
に
な
っ
て
怒
鳴

っ
た
。
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編
集
後
記

▽
「
セ
ン
タ
ー
通
信
」
第
六
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

▽
二
〇
一
一
年
度
も
乱
歩
に
関
連
し
た
い
く

つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
大
衆
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
も
協
力
い
た
し
ま
し
た
。

▽
夏
に
は
山
梨
市
の
根
津
記
念
館
で
「
横
溝

正
史
展
～
幻
想
と
怪
奇
の
系
譜
～
」
が
あ

り
ま
し
た
（
二
〇
一
一
年
七
月
～
八
月
）。

乱
歩
に
関
連
す
る
も
の
も
展
示
さ
れ
ま

し
た
。（
上
写
真
）

▽
芦
屋
市
の
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
で
は
「
妖

し
の
世
界
へ
の
誘
い
～
谷
崎
・
乱
歩
・
横

溝
～
」
と
い
う
展
示
が
あ
り
ま
し
た
（
二

〇
一
一
年
十
月
～
十
二
月
）。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
学
芸
員
の
永
井
敦
子
氏
に
寄
稿

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽
神
奈
川
近
代
文
学
館
で
は
「
作
家
と
万
年

筆
展
」（
二
〇
一
二
年
一
月
～
二
月
）
が

あ
り
、
乱
歩
の
「
Ｄ
坂
の
殺
人
事
件
」
草

稿
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

▽
世
田
谷
文
学
館
で
は
「
都
市
か
ら
郊
外
へ

│
一
九
三
〇
年
代
の
東
京
」
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
（
二
〇
一
二
年
二
月
～
四
月
）。

世
田
谷
と
関
連
し
た
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
田
谷

を
舞
台
と
し
た
『
少
年
探
偵
団
』
や
、
乱

歩
が
所
蔵
し
て
い
た
東
京
地
図
な
ど
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

セ 

ン 

タ 

ー 

通 

信  

第
六
号

二
〇
一
二
年
三
月
三
十
一
日  

発
行

編
集
・
発
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立
教
大
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江
戸
川
乱
歩
記
念

大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

〒
一
七
一⊖

八
五
〇
一 

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
三
￨
三
四
￨
一

電
話
番
号 

〇
三
￨
三
九
八
五
￨
四
六
四
一

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
） 

E-m
ail:ram

po@
grp.rikkyo.ne.jp

-—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

開
室
日

　
　
月
・
水
・
金
曜（
公
開
は
金
曜
の
み
）

　
　
　
（
十
時
三
十
分
〜
十
二
時
、

十
三
時
〜
十
六
時
）

資
料
閲
覧
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▽
新
聞
・
雑
誌
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ

デ
ィ
ア
で
も
江
戸
川
乱
歩
邸
が
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
朝
日
「
ち
い
散

歩
」（
九
月
六
日
放
送
）
で
紹
介
さ
れ
た

ほ
か
、
昨
年
度
取
材
を
受
け
た
「
週
刊
漫

画
ゴ
ラ
ク
」
連
載
の
「
東
京
シ
ャ
ッ
タ
ー

ガ
ー
ル
」
は
、
二
〇
一
二
年
二
月
に
単
行

本
化
さ
れ
ま
し
た
（
乱
歩
邸
は
第
九
話
で

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
）。

▽
二
〇
一
二
年
三
月
現
在
、
土
蔵
入
口
付
近

の
補
修
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

扉
部
分
を
補
強
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
公

開
す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
次
号
で
ご
報
告
で
き
る
は
ず

で
す
。

（
落
合
）


